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こんなことが出来ます！

目詰まりに強い生ゴミ処理装置を提供します！

27

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
①菌床にゴムやプラスチックなどの弾力のある
塊を(弾性塊物)一定量混入する。
②パンチング板の穴を塞ぐ 状、粘土状の生ご
みが弾性塊物により掻き取られ水溜まりを解
消できる。

【従来の問題点】
　従来、生ごみを液化分解して排水として流すタ
イプの『消滅型』生ごみ処理装置は生ごみが分解
過程で 状、粘土状になり底部のパンチング板を
詰まらせて排水が溜まる問題が多く散見されて
いた。

　水が溜まりやすい米飯の残飯が多い学
校給食や病院の給食などで、水が溜まるト
ラブルが激減しています。
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　生ごみの分解過程で、米飯やイモ類が混入すると、菌床と一体化して撹拌装置とパンチング板の間の
一定距離のクリアランス部分に粘土層を形成してくる。その結果、パンチング穴を閉塞させてしまう。
　このクリアランス部分に弾性塊物が撹拌されると、形成している粘土状の層を掻き取り、崩し、パン
チング板の穴をクリーニングし、排水性を復元させることができる機構を持った生ごみ処理装置。
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